
普通の知識人による普通の旅
－『公車紀程』－

伍　　　躍

乾隆一　二二年のll＿月ト1l、西暦1748年2十日（）日に、　人の中国知識人が、友

人らとともに故郷を離れ、およそ1500キロを離れている北iitをR指して旅に出

た1。彼は、五カ月間にわたる旅行の間、毎日欠かさず口記をつけていたが、

その日記とは、いま、中国南京凶書館に所蔵されている　ア公中紀程よ　である。

『公LP紀群』は乾隆十　一年（】74鋸、詞桐1省羞興府香水県（硯在、新江省嘉

興市）出身の徐昭が科挙試験′受験のためにl京する際の旅行H記で、一一1川の抄

本である。署名の「秀水徐昭　孫男錫叶録」から、この日記は徐昭の孫・徐錫

叶が机父の原稿に基ついて整理したものであることがわかる。「秀水」とは、

徐昭の本籍、つまり京町仔秀水県のことである。南京同君鮪所蔵の抄本が誰の

千によってなされたのかは不詔であるほか、その内零は徐昭が書いた日記のす

べてであるかとうかについても、梢念ながら確かめることがまだできていない。

しかし、日記のなかで、「星」という字はいずれも「捗写」されていることから、

清朝時代の抄本であるには違いない2（

「公中」という語は、紀ノL前の中国古典である『詩総』のなかにすでにあっ

た。当初の意味は、諸侯の兵巾であ′）た。しかし、前近代の中国では、「公中」

とは、北京でイJわれる科挙試味の会武に参加する一之験者を指す用語であったrJ

「紀程」とは、旅行記のことである。

明清時代は、R記、とりわけ旅子1「1記が撼んに書かれる時代であったr，その

なかで有名なものを拾って言えは、歴史地理や名著としての『徐も1主客遊記』が

ある。そして、おびただしい数の朝鮮朝貞使節の巾村兢子】。J（読了J多封　は、近

年、その価値がはじめて認識されることとなった3，なお、倒昭が旅した大運

河関係の旅イJR記と．了えは、捌無人の捉油が葺いた　漂曲線　を含めて、枚挙

に暇がない圭
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普通の知識人による普通の旅（仲）

この本の価値は、明一占時代で数十万名ともいわれる「挙人」の　人が書いた

ものである、というところにある。これまで大運河「別系の旅行記をはじめ、日

記なとについては、ほとんど官僚もくしは有名な知識人が讃かれたものを中心

に紹介研究され、徐昭のような無鉛二近い知識人が苦いた内谷の桓簡単な、し

かも文彩の乏しい旅行甜二ついては、あまり重視されていなかったったとえは、

近年、中lllで山版された晰代の日記を紹介する『脚に日払に談』5と『脚に日記

蓑紗掟軌t’では、徐昭のこの帖，山二ついてまったく言及されていない。そもそ

も、本封）ような必ずしも有才．とも言えない人物が苦いたl」記は、蔵吉家の興

味をぷかなかったかもしれない。しかし、本譜の重要性は、まさにここ、つま

り撫γ■の者が】l；いた無名の日記という点にある。我々は、その日記を通して、

什会の木船二近いdi」近代中国の　地方の知識人がとのように受験廉有せしたの

か、彼の口に映っていた18川紀の小剛l会の要はとのようなものなのか、なと

を知ることができる。この意味で、この僅か十数葉の抄本の日記は、その時代

のり■囲ないしその時代に月きている普通の人々の姿を知るためのたいへん1T捕

な資料であると考えられる。

すでに触れたが、日記の著者が旅したR的は、科挙試験の会試をそ験するた

めであ／）た。以卜では、まず徐昭の受験旅紬二関連する科挙制度を概観し、そ

して日記の内容を椚介していきたい。

－、前近代中国科挙制度概観

日記の冒頭部分にある徐昭の履歴、および『（光緒）嘉興Jイfノ上、』の記載によ

れば、徐＝“は、乾隆九年（17勅）に瀬江郷試に合格し、第九十四番口の挙人と

なったことがわかる7日

科挙とは、前近代中ト＝二おける官僚資楕選抜試験のシステムを指す用語であ

る。前近代の申匹「ぐは、科挙の拭験は、一段階の試験からなるものであり、な

お予備段階の試験もあった（同日参照）と。

前近代の中国では、餌民は予備段階の試験に合格すれば、地元の学校（「儒学」）

に入ノブすることができる。「牛員」と総称される儒′f・在籍者の身分は、′デカテ
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書通の知識人によふ普通の旅（伍）

ストの成績によ一〕て分けられる。成績優秀な学年は奨学金

（「度」）の支給を′受けられる「吐／l」昭の儒′了では2（け－）

であり、その次は増広／l（県の場合はl■りじ20名、「転」の

文給がない）、附生（定員なし）なとであ／」た‘」徐昭は、

その増広年の　人であ′た。科挙の第　段階（「郷．試」）を

受験するために、この′l員の資格が必要とされるr、「郷試」

の試験は、一年に一一度、子・卯・午・凸のイ1ことに各省の

省郡で行われる（徐昭所在のi抑l省は杭州JL「郷試」は、

八月九日、t l、Hl日に全】11削二行う。合格発表は、

ノLH石目から　十／lHの間で行われるとされる‖　その合格

者は「華人」の斜格を授かれるし、

前近代中国では、「金華人」という諺があ／〕たが1日、そ

れは、華人資料が黄金〃）ようななかなか得られない1■挿な

ものということを物語っていて、しかも科挙試験のシステ

ムのなかで読了・平のいちばん高い酢問を・3味することもあ

る。このU記の打者徐11こjは、その「金華ノし」の　人である。

「華人」の合格者は、省ことに定数を定められたr　晰†l省のような教育が発達

していた地域では、与えられた郷試合桁署の定数は他省に比へて、比較的多かっ

た。徐昭が郷紬二合格した托降九年頃では、その数は「止佗」のノL卜四㌢，、と

「副樗」（追加合格枠）の　＿l　名、あわせて山H一名であったIlu淋江省で

の　度のそ験者は約　万人相法ということを考えれば、挙人の競争率が約百倍

であったことがわかる。そのため、「11樗」最後の第九HM番で合格した徐昭は、

非′凱二幸運だ／JたとRえるだろう。りJ　格の、l′均年齢は　＿1　歳であ／〕た

が1二、徐昭は挙入射卵割二はすでに三ト■、故になり、隼齢的にはやや．已Jかったり

郷試に合格し　r華人」にな／）た人たちは、制度【、七■僚ポストにつくことが

できるが、そのチャンスはまったくないとは言えないが、長く持たされるほか、

与えられるポストのほとんどが「官品」（官僚のランク）の低いもので、さら

なる昇進を望むことは非常に難しか／Jた。そこで、より．し一ゎい地位を攫得するた

めに、さらに進んで北山で行われる「会試月　に参加するのは一一一般的であったっ
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普通の知識人による普通の旅（伍）

やや早い時期の記宗封こよれば、北京に受験しにいく者は貢丁人程度にのぼるこ

とがわかるが13、この日記を書いた徐昭は、そのなかの一人であった。

会読は郷試の翌年、つまり丑・辰・未・戊の午に北京で行われる。試験会場

は、紫禁城の剰二位群する「貢院」とよばれるかなり広い施設であり、いまは

中国社会科学院の所在地である。試験は∴月九日・十二日・一日川の二日間で

わわれ、合格発表は四月十五日までとされるが、乾隆十三年は四月九日であっ

た。その会読に間に合うため、郷試の合格者たちは、「挙人」に合格すると、

急いで旅の支度をしなければならない。漸江省北部に住み、しかも人運河を利

用できる徐昭の場合は、正月十二日に出発したが、中国の広大な領土を考えれ

ば、」l＿月の前に旅に出る者もいるとは不思議なことではないたろう。

会試の合格者は、「貢上」という。競争率は、およそ十七倍であったト1°こ

れはいわばキャリアで、将来を約束された人たちであった。ただし、科挙の試

験は、これで終わるわけではなかった。四月二十　日、最後の「殿試」は紫禁

城の中でイJわれる。殿試と云われるのは、紫禁城の宮殿で行われることもある

が、さらに重要なのは、試験官は皇帝本人が務めるということであるr　もちろ

ん、皇冊は自ら採一占、をするわけではないが、大臣に「読巻官」を任命して採点

させる。殿試の合格者は「進士」という。徐昭らが地元から＿卜点して目指した

のは、いうまでもなく「会試」と「殿試」の合格のためにほかならなかったと

考えられる。

合格発表は、四月一十五日、皇帝が出御のうえ、紫禁城の中心－大和殿で

行われる－一般的には、「会試」は合格者決定の試験であったのに対し、「殿試」

は「会試」合格者の順番を決める試験であったと喜ってよい。そのため、殿武

で振り落とされる者はめったにいない。最も優秀な三人は「第　甲」として、

直ちに「進士及第」を掛ナられ、その　節は「状元」、一節は「傍眼」、一番は

「探花」と呼ばれた。この二人に次ぐものを若干名は「第二甲」として「進士

出身」を授かれ、残りは「第▲甲」の「l叶進上‖身」であった。　度の合格者

はおよそ三百名樺度であり、総じて「進十」と呼ばれる。

その「進士」たちはさらに「勒考」に参加する必要があった‖「殿試」まで

の試験が資格選抜試験あるいは合格者順番決定試験とすれば、これは、就職採

－74－
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用試験と考えてよい。「第　甲」のこれま翰林院での什ノ巳が恒ちに発令されるが、

他の優秀者は、輸林院庶．lr十としてさらに数年閃魁弘させ、将来の什用をまつ

ことにする。これはいわば山世コースであった。「勒】考」第二等の名は中央政

府の下級官僚（「京ノR」）、第二雪の者は地方官（「外官」）の県知剖こ任官された。

進士（挙人も）になれれば、′巳■僚となるのを約束されるほか、白分の家の前

に高いアーチ残りの門（「脾楼」という）を、ンてるための鎌を支給され、本人と

その家族にはもちろんのことであるが、　族および地元にとってこの上のない

たいへん名誉なことであった。その進上（または挙人）の肩書が、はかり知れ

ぬ嵩をもたらされる。この意味で、科料二合格すれば、なみなみならぬ権力と

名誉と富との一一切を一挙に獲得できることが分かる、

ちなみに、本旅行日記の著者だった徐昭出身地の秀水県と隣の嘉興県からな

る嘉興府城（現在の嘉興市）は、大運河沿いの歴史名城として知られているほ

か、清則時代では科挙の試験で最尚の学位だった進卜を取得した人数は168キち

にのぼり、全回蛸旨の．計級知識人の出身地としても知られている15。

しかし、徐日日の一　族は少し寂しい－ノ徐帽本人は、挙人に合格したが、進士に

はなれなかったほか、おそらく錘‘白■のままで生涯を遇こした。『公巾紀粗』以

外の著作は、いまだ発見されていない。徐昭の曾根父・机父・父親もいかなる

科挙資格や名誉職も持っていなかったようである。徐昭の息子の状況はよくわ

からないが、彼の旅行日記を整理した孫の徐錫可は、その娘が地元出身の河南

巡柵と結婚したため、規定により「適奉人夫」という名賢職を授けられた16。

こうしたことから、挙人の登楕しか打っていない徐昭はやはり「普通の知識人」

と言えるだろう。

以ト、『公車紀程』の再審に基づいて、徐昭の受験旅行とその見聞を見てい

きたい

二、『公車紀程』の内容

1、旅行の所要日数

日記の前に履歴が書いてある日　計出二ある「、韓触刑架過犯冒籍違臆」（刑事
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普通の知識人による普通の旅（伍）

制′l川艮喪・過失・偽りの戸籍の使用・その他の違法行為がなし）の文言、そ

して身体特徴・‘デー籍身分・専属三代などから、会試受験の際に提出する聾頬の
ノ弓’しであったことが推測できる。

徐昭ら　行は、乾隆十二年正月十一日に故郷に別れを生け、船に来って出発

した。彼らは人運河を北「し、途・い、拐千きい黄河を横断した。二月四日にrlI

束省南部の台荘で船を馬車に乗り換えてさらに北Ⅰ一し、一針1八日に虚構橋を

渡して北射二到着した。一月八日～l五日に会誠に劉目したあと、四H九日の

合格者発衣で落第を知旬、徐昭らは四月トヒHに北京を離れ、人運河を南卜し、

六十トト一日に家に到着した。このように、徐昭は、会試受験のために／Ⅰカ月を

かけて、嘉興（秀水）一一一北京の間を往復した。北京での滞和まちょうと　＿ヶ

月であったが、行きは水路十陸路で二十五日間がかかっていたのに刺し、帰り

はすへて水路で71卜汗R間を要した。

徐昭よりJ年前のことであったが、乾隆一句一（1737）ll月∴十日、その年の

科挙試験で「進上」に合格した程堰衡は、受験のために地元の鎖洋県（現在、

㌢】妹省太子佃）を郁†で出与己し、二月七日に江妹省准安の北で一帖中に来りかえ、

二日‾十セロに北よ郊外の庖湛橋に到着した。脚Ilの剰二ある鎖洋は、京抑二

比べて北京までの距離は少し近い（約1400キロ）が、それでもおよそ二ト七日

間がかかった】70しかし、程柏軌ま、途中、江蘇省の北部で「弱行」（運送業者）

に駈され、二　　日程度遠回りをされることもあったから、18勘紀に江庸－

北京悶Jの旅行に必賀な日数はおよそ二十／■甘前後であることが察知できよう。

2、交通線

本書は江南－北京町玖裾狛i記であるため、l八世紀中期のrr南－北京

の交通線を知るうえでもイr益な史料である。

徐町HJ　行は、乾隆十▲イl（1748）l川lJ＝二出発して、呉江→蘇州→虹

錫→鎮江に至り、そこで揚千江を渡った。この道は、少なくとも明代以来、「日

南水路」、とりわけ新江省の省都である杭州から鎮LLへの幹線道路（「杭州府官

塘〒妄封1二府水路」）としてずっと存♯していた川。

揚／江を渡った後、一行はさらに北r L、人運河で掛rl→郡伯→．・凋；→瀞l
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普通の知識人による普通の旅（伍）

浦→宿選を紆て、山東省のf†イ1（硯flのわ兄誹）に空った。楕遷までは明代の

路程票で記されている路線と一致する1〔1柏運から行荘を粁て山東省に入る路

線は、明代ノJ暦一書一イl（160車　以後闘適したものであ／た即し

行が台／日で船を馬中に乗り換えて北「したのは、おそらくこれが1時の

股的な手段であったことが推測される。以卜で紹介するが、lll東省内の大運河

は地形が高く、水E】トが比較的少ないため、船の航子Jが　時中断されることがし

ばしばあった。そのため、　月の「会試」に間に合うように、急いで北じする

受験生たちは、はとんとそのあたりで水路をやめ、陣路を北【し続けた。　行

は、千滴より膝県→押河橋→高ハ棺→沫上県→軒Ⅰ甥→荘平県→富／H駅→河問

府→任邦→雉県→良郷→庖梢橋を建て、北山二王った　この路線は、基本的に

は明代以来の幹線道路である31し〕

こうして北「したことに刺し、　行は北山より帰郷する際に、北京東の根家

湾より舟吊二来り、明代山、来の「北京両津拍・†窄「れ止水駅」とl‾杭州府官腑苧鋸l

府水路」の路線に沿′Jて人運河を南下した2り

宿泊については、徐l眉ら‥行は、北卜の時、および向い時の北京～山東岩場

即の間では、夜になって「客1．1．【に狛まったり（陸路）、船をl】め附l・にその

まま宿泊したり（水路）したのに刈し、帰郷の旅の後、l′は、ほとんど船はとま

らず　気に南卜した。おそらくrlr幸Jの大運河がかなり整備され、郁†の乗組員に

とってイ如）航行もそれほとの負担にはならなか′Jたのではないか。

ここで見られるように、一行が利用した人運河を幹線とする北山－楊州

－杭州関の水陸交通網は、l刷で以来形成したものであり、途中の柏泊施設も

整えられていた。日記を読む虻川、途中び）晶は「‘鑑敵潔浄」（月十六日）であ′〕

たという〔）しかも徐昭ら一11が、／Lカ月にわたる硝石の問に、強盗から被害を

蒙ることは　度もなか／ノた。二代々は、徐日脚）こうした休版から、柁隆1一年頃

の大運河－行線の什会状況が基本的に′友にしていたことを読み取れる。

3、山東巡幸の乾隆帝とすれ違い

徐昭は、佗降市の「来巡」川r来巡、千）について前から知っていたらしい（

月LU　日　付ま、北l途中の‥■1隷1市部で乾降帝のイJ列とすれ違った。ここで

一77－



普通の知識人による普通の旅（伍）

乾l径帝のLIJ東巡幸について簡単に触れておきたい。

乾隆十二年の山東巡幸は、乾隆帝の個人生活、およびその後の政治道営にとっ

て、非常に重要な意味をもつ出来事といえよう。

乾降十二年は（1748）、乾隆帝の個人年活にとって忘れることのできない年

ということができるだろう。不吉な兆しは乾隆十二年（1747）の人晦日にあっ

た。本来は一　家凹欒のHになるはずだが、二歳未満の皇七了永環が天然痘で死

去した。永雷宗の牛母、確」L五年（1727）に乾隆帝と結婚し、死後に本人年前の

希望通り「孝賢」の誼号を送られた皇后富察氏は、女性として、そして母親と

して、あまりにも不幸であった。彼女は、十年前、長男（皇二子）で皇太fに

指名された永魂を失った。ここに来て、次男も亡くした。乾隆帝にとって、わ

が7－の大所が心に与えた打撃はかなり深刻なものであった。それは、乾隆菅が

嫡子の永環を皇太子に指名したかったからである。乾隆帝は、皇位継承者の突

然の死を悲しく一思うとともに、皇后の健康にも心配していがう。しかし、乾隆

帝にとって、その悲劇はこれで終わるわけではなかった（後述）。

二月門口、つまり徐昭一　行が台荘で船から馬車に乗り換えた口に、乾隆帝は、

皇太后・皇后と一緒に山瀬巡幸のために紫禁城を出発した。乾隆帝の山東巡ヰ

の目的地は、泰山と曲学であった。山東省中部に位置する泰山は、標高1533メー

トルでそれほと高くないが、歴代天rが封禅の儀式を行う名‥止して古くから

知られている。封禅とは、賓の始皇帝が始めた、天子自ら大を祭る儀式を指す

用語であり、いわば自分の支配を正当化するための手段であった。川1早は、い

うまでもなく孔／の年まれ故郷である。乾隆帝一行は、紫禁城を離れたあと、

徐昭　行とは逆川向をとって南下して、二十四日で曲甲に入り、二1五日で泰

山に登った。『軋塗布起居注J　なとには、乾隠語山東巡幸の路線が記されてい

る封。徐昭　行の北卜に関係する区間の栢泊地は表のとおりである。

これによれば、徐行ら一一行は乾隆帝の巡幸行列とすれ違ったのは二月十二日

と十＿▲日のことがわかる。

二月十二日、徐椚ら　行が北卜途中で、「道中足従充塞、中馬不誰」と、道

路上おびただしい侍従が溢れ、車馬が次々と到着した光景をR撃した。昼休憩

の「漫机に着いたら、「」矧隙地」、と立つところさえない、という人間と車
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普通の知識人による1彗通の旅（伍）

日にち 亂9{(�8耳�Xﾗ8��>ﾉfﾘ�｢�剌�11■Fiら一・行（北十．） 

二月四日 �Xﾏhｩb�剔苟� 

二月五日 刎YWB�刮A ��

二月六日 �9h�)�｢�剌� ��

二月－LH 俘(ｻB�剌� ��

二月八日 冰�8｢�十里舗 凾ﾙ＿ 侈r�

＿■二月九日 僖8ｷX���県五里舗 剴決｢ ��?｢�

二月十tJ �42�問府 刮`平県 

二月十・rl ��家 俶ﾒ�腰砧 

二月十二日 ��城 狽�H,B�南劉智廟 

二月十∴＝ 佝�.��R�七生舗 剔|月 �r�

二月十四日 佝傅ﾂ�七里舗 刮ﾍ問府北‾ 偖ﾉz)]ﾂ�

二月十五H �;�ﾂ�七動作 剽Y県 

二月十六日 侈ﾈ彿���刪齠�ﾆ店 

二月十七日 俘)?�彿��剽ﾇ郷 

二月十八日 凉ｸ彿���剽ｶ藩橋 

馬の7昆み合う状況に出会った。彼らは、ここで皇帝がすでに景州に到着したこ

とを知った‖翌日の巨四日、徐昭は刷r者万循初との唱和のなかで、「聞駕東

巡詩」を詠った。さらに卜tHl、乾隆欄　行はすでに山東省の徳川に入ったが、

北「し続けた徐昭ら　行は、雄県宿泊先の客店で「駅騎充斥、幾糎宿庖」、溢

れた侍従たちにあい、ようやく泊まるところを確保したという。

乾隆帝本人についての直接の記録は、篠目臼の日記にはない、、またその後の話

だが、乾降′■11・一　行は、泰‥lでの行■1沌終え、帰京途中の徳州で、三上后の笥察氏

が三日卜一日に一上し故で死去した一、二九について徐昭は三月十八日のR紀に

記している。皇后言察氏の死は、乾隆ノ百日二とつてのこの上ない打撃であった。

その後、皇后を追悼するために、乾隆帝は隼涯にわたって山数十首の詩を書き

残している。皇后の死は、酎二乾隆菅個人の不平にととまらなかった。これを

契機に、乾隆帝は、政治のノノ引転換を行い、「大l呵葦」（皇帝の長男）を石造で上し

たほか、数々の人臣を厳しく処罰したという25、
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普通の知識人による普通の旅（伍）

4、大運河風物の描写

徐昭ら　行は、旅途中三ヶ月の七割以卜にあたる七十有日間が人運河の旅で

あった（彼らは北京と杭州を結ぶ人運河の嘉興－杭州間を除いて、人道rHJの

ほほ全区間を走破した。途中、呉でl（ll月十川∪）・妹州（」1＿月1－／lHり」、」に

月）・釦【打1（ll月十八日）・揚州（正月一十一口）などで神村R跡を観光したへ

御昭は持参した「紀柑R本」をもとに地名の考証も行っている。彼らはまた、

帰郷の途中で、直隷（河北省）の南部で一日連続して「葉工会」という地方の

祭りを見た（川月　十六lトート八日）。「染工会」は、漢ノノ医学の神とされる

孫思題（581－絹2）を記念する祭りとして、全国各地で毎年の四月下旬に行わ

れるれ事である。その後、‥l束省南部の済牢で、徐昭は、人運河仰門を開放す

るのを待／Jている僅かな間もl降し、観光や飲食して、船旅の疲れを癒した。

大運河についての記録のなかでいちばん虫要なのは、水両の．計氏差を調節す

る「川」、つまり州門である。人運河は、中国東部のF机ヒを結ぶ交通な幹線で

あり、rl雨の物質を北京へ運ぶための、いわば王朝支配の牛命線でもあった〔

しかし、そのほほ■ト臭部分に位群する山‾東省では、標高が比較的■笥いため、問

によって水面の高低差を調節して、齢の航行を維持させる必要があった。東仲

川文訓完が1921年に子1われる人運河調査の報告酎こよれば、r閻」は、「甲、乙

内地l捌ノ水面ノ差ノ甚タシキ場所、及ヒ水旨を貯蔵スル必袈ノアル処二設ケラ

レクルモノ」と説明している。なお、東中道文書院が調査した192】年には、rl

蘇省の北部に二つ、山東省に二十七の「間」が実際に機能している（同2－1、

Ix12－参照）訓。その「問」を管坪するために、「聞」ことに「聞官」と「「41」夫」
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普通の知識人による普通の旅（fH

が配置された。

間についての説明は、これ川、「省略したいが、彼が【riき．1」している帰郷途中

で韓過した「聞」の数は石十七　川l東省内は四十U　にのぼり、旅行記に記さ

れる大運河の聞門の数としてはかなり多いものであった、これは人運河の研究

にとって大いに参新二なるものである（、詳対日については日記本文を参考された

いが、ここで　例をあげることにととめたい。

徐昭ら一子Jが帰郷の途中、「潤用」の北lに会った‖「酢帆　とは、γl繭から

北畠へ物寮を運ぶ船である。その附が人運一吋を通過して、定期的に物資を北京

に届けるのは、前近代小国の歴代

王朝にとって、同家支配の成、ンに

かかわる重要なことであり、国の

生命線とも口うべき大運河がもつ

一一番重要な役割でもあった。大運

河、とりわけ大運河の水【．：が不足

しがちな山東省内においては、洒

舟を傾けい二通過させるために、ほ

かの船、とくに向下の船はすべて

暦舟が通過するまで持たさねはな

らない。ハH　十【JLH、r率J卜する徐昭ら　行が、山東省1齢l；涌ノ学の「人J日嗣」（同

3参軒7）についたところ、その剛門はすでに閉じられ、前に進むことができ

なくなった′ノ　これは、「天井聞」とその北約35キU先のl軒柳川との間の水一量を

保つ措笹である〔北卜の津川が「南側聞」をすへて通過したのを待／）て、南卜

の船ははじめて純子Jすることができるで　結局、徐昭ら　行は、行目　十川ljか

ら　【九日までに済学で徒たされていた′

ほかに往月したい記事は「ト‘■帖」であるr　先に招介したが、「聞」ことに「榊

官」が配置されたり　刷官は、Im夫」と呼はれる紋才一のスタッフを率いて、問

の管坤にあたっている。旅了」‖山二は、冊夫と」通子Jする船の関係を小す記事が書

き記されている‖　その徐昭ら　子】は、Ilは省の李淘頼嗣でトラブルに巻き込ま

れたり「総河富谷」し運河を管埋する河遺総督の親族）は価珊やり　川・j」を通過
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普通の知識人による普通の旅（伍）

したあと、開夫は、なぜかほかの船に賄賂を要求した。結果、問夫は通行する

脈の乗組員と殴り合い、けんかとなった。習日、齢がその李海務閥から約5キ

ロ下流の周家店間にさしかかったところ、李海瀬間の「間夫」が追いかけてき

て、昨日のけんかで負傷したことを吏甲由に、取調べしようとし、応じなければ

航行を糾さないと脅し、双方は、さらにけんかした。そこで、「諸船」がl輔議

した結果、皆から金銭を出し合い間官に賄賂を出した。これでようやく通行が

許されるようになった（五月1二、十三日）。ここからは人運河での航行の一

場面を読み取れる。

なお、徐昭ら　行が北卜途中で通過したIl傾省南部の　親地域では、前年の

車乞降l二年（1747）に飢饉が発生した。二月七日、一行は、界河橋についたと

ころ、人勢の「飢民」に取り囲まれ、一一行が乗っている馬車から食程を強奪す

る者もいた。その日の夜、孟／の故郷である郡県では、「官ノJ煮賑、流亡載迫」、

地ノJ政府が迫に溢れる雉民にお粥を配っている梯子を目撃した（一月七H）。

ところが、翌日になって、一行が宿泊先の繰上児で見たのは、「飢荒」のまっ

たくない「満孟廿敗持香写」の「最象」であった（二月LH）銘。帰途の五月

二十ノ、R、徐昭はすが丙発年後の済率で観光したしたところ、葬式を行う「麻衣

素冠」をする人々を見た、という〔

5、滞在中の北京

徐昭は、二月十八日から四月十七日のあいだ、約一箇日間北由こ滞丞一した。

前近代の中国、とくにその絶頂期といわれる乾隆時代（1736－1795）では、程

済成長にともない往来は便利になったとはいえ、江南の人運河沿いに住む一一挙

人は、天イのいる北京を訪れることはやはりそれほど谷易なことではなかった。

朝鮮からはるばるやってきた燕行使たちと同じように、徐昭も観光や買い年別こ

楽しんでいた。

北京郊外の虚構橋についた二日十八日、「願文」、つまり地元の秀水県が発行

した受験文．17の検査を一受けが9。千校、北京城内に入り、「米市彿傭保安寺街

豊盛堂播家客店寓」に宿泊したでそこはいわゆる「外城」（または繭城）であり、

つまり漢人が居住する区画であった。翌日、彼は友人とともに、すく「干老師」
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普通の知識人による普通の旅（仇）

のところへ挨拶しに行った（二月卜九日）。その「干老師」とは、授業の先生

ではなく、徐昭が挙人に合格した乾隙九年甲／杵の舶汗郷試の「止考官」（試

験官）を務めた内閣サ上土会扮（1704－1764）である。前近代中国の旧習では、

郷試に合格した挙人は、試験合格時の試験官を「老師」（または「庭師」）と称

し、その「老師」の前で自ら「門牛」と自称する。それは、H分の才能を認め

てくれた試験官に対し知己の恩を感ずることであり、その「老師」を申し、とす

る利益集問の結成を意味することもある。荒波にさらわれやすい官界のなかで、

その「老師」と「門牛」が、牛淀にわた／Jて　杜の堅い師弟関係を結び、互い

に助けていくことは、前近代小国におけるノH■僚選抜試験と政イ加）関係を物語っ

ている。そのため、徐昭は北新二到着してすく「老師」を訪ね、二ケ月におよ

ぷ北京での滞在期間であわせて計世＝可の挨拶を打っている（二月「九日、三月

▲日、十八日、四月　一日）。

徐帽は二月八リート五日の問で会試をせ験した、入場する　刊八日の軌、彼

は京院の前で驚くへき光景を見た。ノ日’吏が入場検査をイ」う際に、ある「江西老

儒」の持込物から原稿「紙」を発見した。その結果、あの「rl酒老儒」は受

験翻格を市ちに剥奪されたうえ、肖かせを掛けられ、試験場の前で見せしめに

されたという（一月八日）。

息験のほか、徐昭は北京で観光なとをした。「会試」の上山二、彼は、礼部に行っ

たり（二月　日）、琉璃厩にいって「考具」（試験用⊥品）を購入したりして（二

月四日）、慌しい日々を送る傍ら、その時代の文人が必ず遊覧しにいくと言っ

ていいほとの「整窯廠」と「陶然ギ」を観光した（二月二日）、，試験の期間中

にある二回目と三匝＝ヨ試験の隙間で、彼は試験場の貢院に近い「観象台」に行っ

て見学しようとした　」月l　＿臼）。合格発表の前日では、徐日削よもう一度憫

且■、寺に行って、釈迦の誕′1を祝う「浴仏会」を見物した（川月八「丁）。ほかに、

徐昭も北京城内のいくつかの観光名所に行ったが、ここでは省略したい。

観光の傍ら、彼は北京で買い物も楽しんでいた。すでに紹介したように琉璃

虎で「考貝」を購入したほか、「駆角小刀」（川　＿卜いり　と「棉漆肩」も購

入した（一月二【九日）。そして、「小市」までには何度もノ上を迎び、「灰鼠純

一什」「軋衣」「馬琴」「扇套」を購入した（誹‾川四日、l八日、四月四日）。
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子守通の知識人による骨通の旅（伍）

ほかに「全漸魯舘」で友人と会い、　緒に「朝市」に行って美術品の「紹鼠ポ

巻」を購入し（四月一口）、「前門果行」においては江南ではまだ珍しかった「葡

萄」「杏仁」を購入した（四月ノ、R）‖

こうした観光や買い物の記録とは対照的に、二月卜L目に化去した皇后富察

氏についての記録はわずかであった。それは、．月十八日に「仁老師」の宅に

挨拶に行ったが、早后服喪のため、会うことができなかった、という√、

もちろん、我々が見たこの日記は、徐昭が甘さ記した原文のままであるかと

うかはわからない。整坪者によって削除されたロJ能性もむめない。徐昭は北畠

で、地元出身者を中心、に三十数人と交友し、ともに観光したり、食事したりし

て過こした、そのなかに六十歳で挙人に合格し、七十歳を超えてもなお進上合

格に挑戦する「強健」な老人もいたという（＿月l　］L彼の日記の行間か

らせ験什特有の緊張感と落第後の衆失感はまったく感じられない。

徐日射ま知らないだろうが、彼が受

鰊旅行した頃、被と同じように挙人

の資格しか持1ていなかった呉敬梓

（1701－175両　は不朽の名作『1．㍍林

外■丑」を㍊き終えている。科挙制度

の時弊を捕快育種に批判するこの風

刺小説を、徐昭はおそらく読んだこ

とがないたろう附。もちろん、その

小説に登場する佃l件豊な人物たちに

くらべて、われわれの眼に映ってい

る徐‖附は、極「普通」の知識人であ／〕

た。普通に勉膿し、一普通に挙人に合

格し、出通に⊥出して、普通に落第

して帰郷した′　こうした「普通」の

人物は、その町代の何万、何十万も

いる「普通」知識人の代表として捉
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．1日　の机祉人による．－今通の旅（仙）

えることができるだろう。まさしく規代の普通の　巾民とl百Jじように、普通に

生清し、普通に人ノ芋へ通い、そして普通に就職して普励二結婚する。言い換え

れば、「氾進中華」の話は確かに血山一が、屯進に比べると、徐昭のような人

物はやはりその現代に年きていた数十ノバ1の「普通の知識人」の代表的存在で

あると言えるだろうn

なお、この本の最後の数栗烏「進京水路計杵」の題才．で、案輿府→具汗駅→

新壁関→餌錫県→′常州的→丹陽県→鎮江府、計関山八H、リ（243キ叫の路

群が記されている。それは来完成であるが、地γ．のほか、その他の産業や物価

も菩いてある。

以卜、F公中紀粗　の全文に標点を施し、同仁の参考批判に供したい√，l人偶

の松宗‖二ついては、他日に譲りたい）なお、人運河、北京、嘉興なとの位閏関

係について、図4を参照されたいうl。

」い一乙までの腑附ま、L人1「川紆余紬■〔陀隆　rノしTlH＼、第　川　瀬江、嘉興府、雛

151rL rH　による〔

二王ノ′ノとは、－1・菅にかかわる史ノ了を11†くに際して、†」をかえで　字（■車掠」）ないし　▲ノン

分（「乱打」他の行より仁けて．【：く、という満雄畔Hい乃‖1け臣」である∪

その　例として、ノ、Hノ進「l再現的朝鮮榊」録解題」世甘郁入学文学．刷「究紀勘、第12

弓、2州3勺、弟137－出　自）を参l里されたいr

F‘票油軌について現ノ光紹介は多放あるが、最近の　のとしては．■占金1工「瑚羊人眼中的

■H司i軒‖J凧hrJ」tヱl址記し0じ‾ノIJダフム「グリーノりレ化畔代の多忙的人文学の拠・り珊成」

第　町HlHL謹Ⅰ歴史編『人文加の新たな総合にに　＝ナ⊂■■、J一て桃、京】】大′，∠，大判りし支′紬は

杵、200軒、第封－60印　があるし

陳ムr■．・■J∴ト調∴　上海州」針川川庄封、2川）川

魚妹紬、北い、千軋■l川反封、2川）叫

F（光路上料理什L（妃緒二年伸針㌧　巷刑I L、選挙止、制目上と

以卜の署．rほ参考したr Lり「川紺′L　杓挙、厘Ⅷ誹、冊がト浅井ル侶H舶用文′7

大系『†封木外【吏【狛八、l′JL汁、軌甘叫、稲川ゼ「解説．、鋤甘粕一m）り1上】

9『（尤輔）人－Fほ軋（fト【ヒ、新文L■ソ■≠肌公■・jl（17（川J、巷l、ル結節jl4日。

10（制励公攣　け午ノ翫」（lh京、江妹ハ籍川版仕、1リリ叫ノ、祝日！r！

11『〔馴和　人前会典」催隆隼肌卜仙侶り本∴巻　い　∴∴札部仁・∴付紺帖か打寸、貢拳、雫1

t）Hlt〉

12　肘Irl礼箸、李美【－用い申冊中l H軋l海相糾し佃眈軋1991佃、約1封爪木揖明

初川は1055てト　Ct日日lg－1■ulH岬l／′ノ（1ノ　相　打”丁、THr　　川Tけ．r鮎ん〉　7－　川r行で，抽

t、川加I L／汗wM㌧ゝ…石上．UmルHT山ノ目「肌一1、】川川加lII丹心．W．1ゝ1川1出川11955

13　張仕上『一首懐l人目石川　、封／LI、「張仕lイl詰■　Ⅷ万∴1岬．■絹、用lほ年、弟rn＝〉
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普通の知識人による普通の旅（伍）

14　陀隆　勺朴挙試験の合格者317名であった。その年の正考官の一人であった張廷玉は、「是

科多士、雲集詐下者、較嚢為盛。」＿科應試着四千五百政1人、今別噌至五千四百人」、と

書いて記している（張廷玉『濫便宜主人白訂年譜』巻四）、第65口。これで引算すれば、

5400／317＝1703人、凡そ卜L人に一人が進上に合格するということがわかる。

15　何別棟箸、寺門隆信ら訊　杵挙と近世中国社会上（東京、平凡封、1餉3年）、第249jl　本

吉の初Iりは1962年　P■ng－LlIi【）．T／一日αdrJpナげ57日日，5317日坤Prl（H Cわl】1“　叫肌Jsの／

＝仙川恒・＝且牛‖対L ColL川11）1a LTIl川ビrSILy PrビSH，1962

16「光緒）嘉興府忘－、巻四十九、選挙六、第20l）頁。

17　程椎衡「燕堆い．，Ll＿r（h海、l梅11パ汚■Lll版杜、1983年）、第187－27封′っ北京までの距離は、

丁大．詣什躊全編J（隠＿　冊、江妹、大別日、第97h畠）による。

18（明）蛍汗　F∵細灘灘串】紀＿」、巻七、L日南水路、杭州J軒R軸毒手損l肋水桁、楊l】ホ『明代

駅端考（J翫」本L u海、上海古結H倣社、2006イ【）、弟265－2661L

l【）（町）齢卜　　経路梓同紀h　巻も、江北水路、南点し上］1－m呵至北京各l判、雛封か別封′し．

3）■吏念泡　rLH互的逃回J（西安、陳薗人民出版社、1988年）、雛321－325丁子、

21（祈）勘卜『枕路程同紀【「、巻一、北い至正二西広来一名水陸鞘、第208頁。

22（明）苗汗『一統路程凶紀よ、巻五、汀北水路、北京山一軌吼干南京水駅、南京山肌河手北

京各間、第243－245房。

23「浴J．む景実吉良亡、奄‾二百五、柁隆‾仁司l H乙四。

2∫1申同弟ノ歴史梢案舘編『乾隆帝起居注Jl（杜仲、広叩師碓人ノブ川】．版‡l、200珂）、第7州丁第

27－3（り1。

25　南柄文ら鋸　レイか史紀■JL本末」日＿壇、上海人半日目振礼、2006年）、佗隆軌、孝門真后1川

風（皮、第1606－1闘）9日。

訓　行先隆編　L‾東亜l司丈・．1ユ院大運河調査幸lま筈1liJ（甘柿、愛知大学、】992年）、第454－4㌣けし

27　rf古代貞杭運河全【札〔北京、中国地利1■．版社、2004年）。

28　歳は、その年の　H一十一日、IL慄巡幸より北わ＝二戻った柁隆葡よ、11座付lで救済資金

を調達するための摘約を実施させた。r清■笥；；、実録』、巻一口l一　一、蛇隆‾ト▲隼∴‖内′「。

29　車と降　イlの会試に参加した粧秘術も塩湖橋で文uの検査を′受けた〔混和’11日己1、第270fh

30『怖林外史1が抄本の形ではじめて出回ったのは、・に隆二十五一二十六勺　り770－1771）

頃とされるノ　この頃、徐昭はもし生きているとすれば、およそノ、r一歳であったJ李撒

秋「Ⅶ；林外史」的版本及其沿逓」、『儒林外史r（上海、⊥渥ハ招けr版社、198∠川）、弟1－15

31図4は、『日本人百科仝茸』14巻（東京、小′、j′舘、1995イ1）に載／〕ている人迎河の地阿（雛

325上り　を参考して作成したものである亡，
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普通の知識人による普通の旅（伍）

公車紀程乾隆戊辰年

秀水徐昭　　　　　　　孫男縄目†録

甲／▲杵抑l中式第玖拾絆名興人徐吼　時隼雄拾嵐　身中，頂汀1，微朝，係

寮興府秀水路軋■出力民籍，山秀水媒撃噌廣生．習一昔繕，身家並加刑喪過犯冒籍

違擬。

曾祖時Jl　祖柄父城

戊辰正月十二日，午後，素善鐸隼兄廷耀（名校）回共同』支廷揆兄（名浩然，係

前江戊午準人）到合，約伴刷行。黄昏，放舟苧東接官√1し過れ漏卜一鼓，萬

循初見到，同相舟小。

十三日，辰刻，錆廷見辛船脚H訪，曹汝成如上遊軋1二礼　走答餞イト兄，面相

細見亦至，遂登舟独行。餞、支‾二椚口端‥舟，川桁集塵寺。

十四日，半子J。′「刻札　弓、具江，遊華厳寺，過重虹橋，誠二高向不乱　入東門登

城，山北門下。章一甲橋卜舟右腕甘党脚喬，見馬燈。

十五日，H潤門，嘉苦文、餞一君晰附椚丁、′l後，至虎即，遊山糖。黄昏，

東平候村有燈。復至丁人石，抽日門，臨月簡臥　輿曹汝成、摺紳回、萬循初

各成紆／l肖。

軽風緩送孝剛胤七甲山楷超映れ花車近連燈油接，月光澹映水先園。其一。

元宮燈火競繁軋長馴横吹小鼓旭，智月光■l嘲馴V，杏脚呂裏走香れ其∴

美酒微啓r狛気温維相関歩過賞肯，l＝れ踏砕梅花髭∴老納香開月下門。其

人石如磐一刻闘，問庖覇業剰荒≠■h撥旗火蟻妃童顔」曾似呉姫掠陣私共阻。

同舟分管賦春隠燭地歴咤H史遊，良裾1粟非玖微清′育英厭捌Il胤其了．。

十六日，鳳云博聞朝飯。イ如盲壁掛Ⅰ尖，見月蝕〔，

十L日，打鋸白布1し∴千路宵廟観燈，屏偲棚減銀仰L凧大叫六L才包。t＿人ム，

梁武備曾遊迫兵於此。

1八R，〒臨11，睨イー′I。川ノしム，′†在糾一回下押隠／デイト聞∩両岸委塑＿L

其形有猥1無，，長長，四蹄，意是■【一人厭水之物，村仲北馴叫。及閲紀程

蛮本日，臨rl圧麟Il仁有柄イJ麟血命名。然別是麟此非′l山、余以此説お近。
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普通の知識人による普通の旅（伍）

是夜，泊鎖江京日。

1九］，広軌　漉江。1二後，至揚川砂闘。

＿十日，放校，入城。教場祝棟，登南城枝。

lト　ロ，k刻，過瀾入城，傍晩「船。

日　日，進徐ノ剰一つ，山大軍門。策塞半両生，登真賞桜，過棲魔寺。寺l卜有洛社

生∴生前多軸牛川。再登萬松草，章節五泉。下Ll席法面寺，遊賀氏新聞東臥

撞lイ」春雨せ、雲山間、芙蓉洞、目鵬詔、品外第　呆諸勝。還至紆橋，橋立築

末成，莞イ1億l軋　見疏梅谷乱，亦多野趣。再叩斗」・士官，抑う、舟申，」1億美。

11日，午後，解経。同遊名各補梅花詩敬首。見目，過肘丘　イ女行。

探梅得得伽矧乳

：iLこし．

路研峰過信罵れ

堂邦転

洛陽春色最繁華，

てこ；▲梅。

字，園新築伴招掟，

帖r

｛親権心謎往鼠

官柚。

川底吹補間卜人，

楠▲r

ll川U，焼払高郵，

策塞高岡選漸深，

舅l叫断魔見平温

魂紫挑黄散椅罠，

州潜利廊遮欲迷，

梅花深慮閑柴闇，

隅膏金粉化杏藤．

夜汀用L水，大風。

為閃願陵遺勝底，

歓公丁載風流嵐

應是山蛋愛高玖

竹裏梅花最清諸，

客来剥啄凶何事，

荒園剰有疏隠払

僕夫遥指隔松林。平山

幾樹梅花歴崗L開。平Ill

未教濃蘭溝l梅花。洛審

罪罪泳′ヨ夕陽丙。東園

童十関門ギ満Ill。斗り

鮎綴紅橋寂賀春し　紅栢

什／l日　曜帆　宿・ド河橋。

11六R，入札　午後，過板聞闇。幌栢frL山宙。

廿七日，l‖J椚兄候沈年的。′l後，過河，宿北河lL舟人以福物助分餉。見野岸

失火r

U八日，宿黎里や集。

廿九帖　′l後，守風，夜過lrl楊河。

二円初　一口，飯後，過宿遷l凱夜泊ノL阻軌　人風
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普通の知識人による一普通の旅（苗）

初一日，待て片店，起風景，漕船呼喋，各舟加僻，乃安。

初　日，宿河成軋　水甚急。

初四日，至窮非，宿車馬行／脚占。

初五日，辰刻，登申〉分一弘錆、支∵射お▲車，曹、萬∵兄萬　中，余興稚

拙兄r戸川。一馬速屯尖，陰半軋

初六口，∴最棒行。行　十里，天明，至臨城，尖U遇雨，砧臍僻滴沙軋時流

亡載道，樹皮譜剥、

初セロ，川勘写れ，二l里，天叩，干押河橋，尖。、飢民有小川1・l・奪餅而食私

有要裁僕従而銀討孔。イ女宿眺蝶東掛占。′白プJ煮賊。流し賊道，凶紀以凱

雨瀧沙飛架客牌　荒力　望野肝l′，家磨愉）牛何軌路畷砲架ヒ亦軽。欺歳

幾時凶碩鼠，欒郊何鹿試遭′驚，窮黎莫嘆瑞閃l軋　一日東巡裁省耕。

初八日，／史登中，子‾川1人甘　泊八橋，∴晩価文明釦ヒ齢仲。l’l粒清

謳，施無飢荒景象，亦以詩紀之＝

高域遥望見懸軋　両潤古音寄附′，台牧及時1力牡，馳駆作意馬蹄軽。備忘

日蝕持香り1，、1爛情状卿嵯鷲　誰道飢荒近郷邑，春深一月未能糾。

初九口，／・史「巾，行卜聖，入札う、束、闇，尖。路中門竹葉石吼晩過上・他

見。宿東阿衝楓，

初1日，暁子Ji三沈河，椋把，以船渡‖圭銅域，尖　楕粧l′肌

十　廿．暁行，新店，尖。腰端，軋

十二日，蛇行，苦水錨，尖。南劉智帆　宿。

十三日，四史啓子1日エリ，名誓刊洲1，道中屈従充私　小塙ィ、胤章章　叫叫尖底

巳無隙地。黄岱　台冨Ⅷ乳　捕。

十四日，宜鼓啓行，閥家林尖‖州町椚ヒ　十甲鋪軋補和銅舌初聞捌1巡礼

（荏　尉谷字，用也J亦可作荏）ノ

六能動夙軋　東部臣jこ止目端挑原虹逸，巡力訓軍勢。花村迎釦軋　‾・㍗粁望址

施；民欒皇心像，欄耽東京竃。

十JL＝　暁H。什邸，尖。末薇週趨北口，淡月初昇，雨河如税目長堤緩歩，1′

棺十一，皆朱閑護之，相似ボ出し鳴子、雄蝶店申，輝航充斥，幾析盲鹿。

1六日，暁子1，白満帆　尖。三家軋　宿（店頗電敵潔軌

－89－



普通の知識人による普通の旅（伍）

十七日，暁行，狭河，尖。過琉璃橋，見鉄管。宿良郷。登山，看法相寺塔。

十八日，幌行，至慮溝橋，敏文。長新店，尖。午後，至郡順成門，寓米市徽術

保安寺街盟盛堂播家等店寓，銀、支両君分嵩徳望客描。

十九R，飯前パ廷兄到乱同去候王老師。午後，候張日乾表見指鑓受之年兄。

二十日，進前門，生東四牌楷正藍旗官学陶爾音兄魔道富，晩飯。自崇文門錯乱

燈巳し。

什Ii，候障根堂先年，送J安貞割昌。王老師遣人以捌占至諷　遂同格紹兄往

候許西崎，窮モ師母公築侍軍。

U二日，支廷兄到抑－日東候。午後，宋玉璃乗候，酉峰来答。

lL一日，U乾表見同受之兄来答，同汝戚表見王侯玉将先年。

廿四日，飯後，徳豊答候文、餞二君，不愈値。

LJ五日，土店、王履仁兄狙阻　一茶rrlは。

lけ、口，陳維噌兄剛覧太占兄到寓来候。

廿ヒU，往蠍7－廟候宋憐鶴先生，送郁過料先件吾。

11八R，挑’l南年兄来合。

tJ九日，往延蕾寺，答盛春山、呉峨君所見。

一十日，眺倒大先生自徐川到京，至寓中，己鮎下底実。

∴月初　一口，往手老師公館講安，不見。飯後，同曹表見至砥部過堂，しい途雨雪

面返。過午，雪甚大。

初一日，早起，頗寒。T後，往爛麺櫛衝買雨帽。大街蓬見西山積雪未消。

初　▲U，鮫後，同普表見登果無雁，畷著於陶然亭。表甥曹景華到軋　緑未軋

不昏【rI」去日下午，又束，言旬郷間事。同室凱門，小銃而別。

初四H，至王か㈲廠買考具，回寓。聞王宋賢巳到白衣。

初末日，寄行李於朱土哨先生鹿。

初六日，餌後，催車重小乗，筒在崇文円内禄循勧彿織匠紫蘇宅。早有微雨，「

中後口唱。

初七日，椒唱。同循初見至泡子河翫柳，夜打小雨。

初八口，辰刻，入場，捜槍甚厳。西将門有り西老儒　誤苛策稲　紙　寛榊不。

余師耽合．時已l十仁別契。坐西裳四十一髄。
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初九R，有雪軋　終日不覇。至二黄方私

初十日，脚百。′「刻交巻，頗留任。回寓時週末刻免。

十一日・小雨・有′∃珠0進穐門〔－前湾少【l，鮎名略快。鍾披挽過午，生来龍十

九既。

十二日，入時n至申刻交巻鐘‰足日，随交随放，並不留雉。

「三日，人雪，寒甚。午後，同萬締初見層雪登観象克，不某。L白鳳典天津王

具喧小飲（具匿名仕札　本籍紹興，ケ家於天津，係北l白伐′「興人，時年速七

十両強健，蒙爽且善飲峡，少年所不及也）‖

十四年，雪乳剤名甚早，招槍少篭，据躾日周未申，坐西亜二†一三耽。封門在

中初。是夜，H色甚町　頗寒。

ト江口，軋申刻交巻，蹄。同相循兄韮到単憶，円色湖乱脈野イ堀。

十六H，暗。伝三割，佃中日＝人乳　机崗懲店。

十七日卜遊憫忠寺。封凋麺彿嗣酒肉角，荘厳漸軋甚捌上脛。其東海某盛開。

十八日，至土老師公郎百家，囚皇后乱　不倉。

十九日，眺御大遠視牟豊盛。

二十日，同什眺益兄同陶爾兄到寓，イ女飯小飲，遂輔地中。

廿一日，至瓢竜を，候沈琢兄招来柏臥工言、周層安諸仏

什二日，宋賢兄来，知其外宮持家河沿人樹沿李宅。

廿三日，走芥宋管見，不伯，逐骨粉坊、琉埴街、開館願，侯拷虞惇駄

目四日，小市買灰鼠純一仇　係孫祀君見所託。

廿／＝」，表甥曹景サ来，盤桓見目，川宿筒中r，

ル、日，辰刻，同普甥出進貢武門，華宛平願，訪⊥琴乳遠退葦（名実）云己枕

河南幕尖。遂l司至後平門．蝕於曹既館申。遊拓北寺∴町杵麓荘厳不卜憫忠寺。

再出得膵門柳蔭中，行里れ人路傍小酒乱少飲甘酢。蛮人，度得勝門橋，

循入場至漱芳畷著。臥′偶成行列琶軌飲啄於日野可㌧及別景華，錆寓時已薄

暮夫。

廿七H，飯軋l可塑表妃至琉駆摘買彫角小ノ」。午刻，同文、錆両君人西安門，

至光明殿，登天元臥此係占明萬歴時所姐御参真設醒之所，中供金身土帝

像。其制度悉侍大内，射淵り「他寺罷師†胤再過讃囲寺，是Ull‾佃廟市，百貨
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具陳，R不暇給。

U八日，い昭吾表見往小市，買粍衣，其慣甚昂，不買。

Il九日，往琉梢廠　買柿漆扇。

】几川初　日，往丁老師公館詣安。

初二日，同文廷兄到11二藍旗官学陶爾甘所中，留飲，至晩婚回。

初三日，至上地噺斜絢全で折宙館，侯同郷諸友，遂遊廟市，買鮒鼠・け巻。

裾几川，†占是．遊小市，買馬撃、扇奈等。

初市日，清見，買紗弛賓。

初六H，往前門束子1，買葡萄、育仁等物。

初LLj，至ノ、壇北首瓢金魚，池鮒小雨甚多，金魚売物其申。

初八R，再糾問忠寺，観浴俳倉，士女難述，遊人頗多。

初九口，天明樗狸，知1甘利陳建廷巳中。

初I H，常甥来乱　寄有家一八。

十　日，沈琢実兄集約同舟出乱　遂同往ノト山師肺輿建見遣富。

十一日，「■1J琢兄在楊梅斜街焉船不成　緑欲那軋　故爾。

l二R，同曹表見再往船行線軋　亦難船口j佃。

十川ll，李行陳掛汁到酎鋸票　巳肩定価去。

十五乱　一占鼠　陳形封凶船小乗回，別雇朱子文船。

トノくり，曹甥佃小中五輌，毎輌二百五ト文老鐙。

I L日，，正札　豊卓出沙南門。幸花札　打尖。布耕す，畷薯。申刻，刊長家1攣下

船。同舟劫桃御大、曹汝成、緒紹可、文廷僕、鋒廷臥　沈琢英。

寸一八H，天l抑軋軋i邦牒鴇視軸蝕。新家荘柘。

【九日，大明行，河西務守風〔

二十日，天明行，陳家洩守風。申札　風緩，行卜里。楊相宿。

Il U，早行，午別室大枠l軋。萬相見剖舶来望。

11二日，｝到在宅奉候循兄，飯後閑闘行〒楊音階，宿。天人高電，石両〔，

∪二日，　行　至潰流中蝕。長屯宿。

廿即日」，LJl行，至諸伯屯了風。風挿文子J十里。瀧河繹捕。

什五日，｝行，〒青帆　買菜r，国魚1巧守風。未刻，開行。興済宿。
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廿六日・早行，与、馴l，入城し束輔隅万葉王吼　市尉軋遊女頗軍。午後，関

船。李騰河野，宿。

‖七軋　り打，風順，干泊軌有薬1二軋両岸十如各軋†且新口，一名上

里鳳　有荊仲釘廟。†斗二l里，油」九　宿。

廿八Il，早行，圭蓮見祈，薬L昏亦盛札，芹l遊人如蟻，河中波船舶敵晩汗1

安陸，楢。

廿九日・円J・下老岩盤糾軋申軋千徳凡退浮帆洲甘卜，「岸。有札

ィ、及進城，遂宿屋卜，是イ女，内入船洞，見夕不能安寝．

二十日，早行，川女、柑J飯八枚至青州腋，宿，J　二鼓毒し

五月初　日，tl■寺J，郡家口買菜日脚林鋪札　付蚊r

初‾▲U，里J，武城蝶螺　莱乳喚香い其地有莞術中、弦歌払飯綾制空IJ，有一

致も羅漢像闘嵐　申判等迦札　束百李老乱　西削L老軋即我夫了軋

且上詳：信女李異粟管。更鳩可笑‖恩Il，水急風連，H行トL札至卜可も

又イJ一里許，見1－歳風色甚軌　道泊ノ足夜，lr州十　軋終夜金鼓不軌

初　一日，り行，油功績買菜。何家禁札　名摘花寺。

初四日，？行，曹塔買菜‖発掘彗■澗r，裾引用押憶甘Hl。蝕後，圭臨胤⊥

片　買　織。柑紹兄逝至人寺畷軋「爛倒，演．曾懐徳・夫一女†√棋盤給，射】笑。

初／川，1∫子‾1，戴家相刷板目啓，週札剛飯し1、t橋軋　日rl■は′l。舟申小銃。

中礼　卜岸買紙衣′　根危不啓。

初ノ、口，」橋利札　午後，同文廷兄洒律小飲、

初い！，十紆刊軋　′l後，r■・J沈琢兄洒枠小飲し

初八日，即時，板啓，「閏行十甲，奪梁郷伸し　川軋　冊，

初ノいす，ィ、啓帆蝕後，日常表見、支廷兄窄王動且，イ川根，暇否甚住。屯確聞

＿甲．11r，

初J日，り噛り，板啓，週澗　行＿耶1，イ】大風，待【勇屯。

t tl，暁行，二l甲主永通軋一一名新肌朝取成時頼啓，「上汁十乳十

乳独力軋／trP師，四軋瀬野阻。時L週一札誹渦潮城，離東捌府一乳，

l一日，り起　登岸（、寸逓桐軋百貨只帆吾人如拳，昧勘「美′辰刻，枚関，

「間行十軋　李洋荷札l几l刻完，絶河官揮奪溜撒板，開梱十㍍東不遂，輿
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付人打架，過同時己更線条。

十三日，暁行，十里同家店間。李海務牌了来喪，且験傷。那舟舟人朴其十枚

諸船橋湊，納賄於間宮，乃得免究，許明日放行。

十四日，間＿「有小集，市・い見貿繭者，黄色為多。下午，舟次観久枝走餓山西刻，

板啓，乗日的八里，官無口宿。

十五円，早行六盟，七級下問。間上煙火7家，係陽投巨凱旋礼　板啓，行二

里，七級卜開。′†刻．板啓，行十二里，阿城下間。申刻，板啓，行一里，阿

城上恥入市買膠。燈「，板啓。来月登舟上聞，行L里，荊門下眺板末下，

週間行二軍，荊門L吼　亥刻，板啓，週間，泊。

十六日，暖行，十里，張秋鎖。買莱朝晩形勢雄壮，両岸人煙相集，舟梧隣接，

真雄鎮也。五里，掛剣竃。十里，沙商。十里，祉猷覆。十‾里，戴廟岡。薄暮，

有陣雨。散凧起，西有長虹，映月而成白。

十七日，大風，不啓板。午後，同沈琢兄絆11りト飲，酒家荘不識長生果、松了為

付物。

ト八日，辰刻，板啓，上聞，行二十五里，安lI‥串］。Ⅰ流満急。四則，板啓，行

十茄乳　工仲日。月卜行十／1里，新家「1間．楢。

十九日，辰刻，根啓，行八里，王八老「1。五軋　石頭口。五里．東口吼水穫

舟膠，薄暮登西岸，小街有市。

二十日，放舟泊東岸，南街有佐。東市硝石J一氏義u碑，明萬歴一十四年、丁。有

十　＿聖者指高腋田一†二百軌　市房百聞，以塘養孤貧族家。後有規約敗傾，

亦杵肘耶軋

t卜・口，酉刻，板啓，ヒ問，れ五里，劉家11。／l里，朱家督。川里，開河吼

泊。

t」二日，登岸，聞丙有市。市楕小橋流水頗似江南風景。観音豊中蜜蝋、杓杷二

株，園　尺除，繹八、∴　根幹扶妹亦敬白イ†物。

廿二日，午刻，根啓，行十二軋　北側林吼　不下板，五里，南旺鎮分水，龍王

嚇殿宇魂焼（l峨）。白此，オ汗■嫡流。五里，南柳軋午刻，板啓，下胤　行7こ

星，孫村。／l型，寺前鋪開。根幹時，己「燈填。卜聞，指。

廿四日，早行，八里，人良港。五里．小長括り五里，自囁妃。十里，虎狼軋
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開板正啓・札　聖・■机老軋71二軋安関白〇万甲，十甲輔。十鼠草椅

間0有椅無札∴里・天ナ「恥板J封央D向惰り，毎年七省漕機詑巳過胤粗

酒随即進京復命，過此間別格棟封吼傑泄捜過勤榊l吼則指南柳林板釘封，

然後飛馳東関此間。若南柳林間必僕漕聖売出臨清rl始軋

什五日・守板・入麿寧城パ九′胤櫻卜即牡甫南他人街。陳氏宅有巨視　軌

蔭庇上線家。

廿六日，′†二後・過永豊巷、税務乱雑市口、布市「1。閑閻花嵐方虹二二軋

釣東省　大都禽也。時ノノ疾没，麻衣素冠，相判†道。

甘七日，銃後・入城・過糖河校門及温憲署前，曝首於仙露店。中刻，蹄舟宣闇

寺前鋪漕偲掴潅難行・閉板正未有期」丼姐南下詣舟紛紛イj一別丁買梓面辟之講。

廿八日，飯後，再遇仙露別、飲。又開有不出三日必啓板之伝〔，

廿九日，巌往小間「］望南東朋軍佐多。申刻，有飛騎乗報漕鰻倶L往北，醐」林

死仮し下，剛申開間0過札里乱小聞取亦啓，見燈光散乱，人劉喧嬢，乗

船絡繹・首尾相蜘面⊥∴至川鼓方下軋連夜行方軋掛川。八里，イ」怖眺

皆不下板。九里，華家洩，　名桃花嵐　人肌

三十日・九乳新居朝日八嬰，新開。八聖，仲家私有伸夫了凧ィ．軋帥家

掛軋五里，糾紬。ノ、里，栗林軋十正軋南陽鋲。煙火敬丁家，舟椙縦

横・充斥河道。十里，利建軋十里，邦家荘隠頭問∴私有蚊目白湾寧以卜，

暦船己過，菅不下板。

六月初　日，噺］，十里，古家口。「里，氏家「1。十里，徐家rl。十里，湖家

「1口十乳珠梅問。卜里，色人t軋l且新人王軌　卜軋楊胡乱市乳

定紋っ天雨・暫泊0馴J軋亦日録也，不下南陽。両歌，内行十里，西風

名劉日射。十里，影家胤J乳描渡口。1甲，赤‥し右甲，郁IlH百。

初二日・早行，十　里，舜湘一批十軋呉家橋。上里　韓荘。且二調軋

五里・得勝新l軋　仁二聖，張荘吼　宰蘭梁胤八里，萬荘聞，名鵜年恥

十里，J嘲軋っ　仁・頓掛軋ノ、里，侯仙軋十二軋子城開。九里，梁林

茄。九里，梁王城間。十二里，㈲乱打胤軋∴上敷工市rl河完洞」宿。

初二日・判J，J⊥リ，下揃軋五里，L猟トロ，徐矧†河成胤っ　仁乳　二郎

廟っ十二取組妃軋十里，一別主。卜出。魚塊根。正甲，剛七、プ1甲，眺工
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H，一一名窯1攣口。十里，芋川店。五里，牛頭軋五里，八字河　了工里，九龍

噺。五里，已河口。1一里，祭豪壮。1－望，決河，‥名交河。有里，燕家構。

五里，朱城。五里，騎馬河「「。十里，相違閥，晴。

初四川，「L－は、餞両君遊徳聖巷。静宴清幽，湖庭花革，虞美人捌爛漫未残し　西

曙聖ぷ寺殿宇宏田1怖像荘厳。寺建於洪武二年，乾隆九咋亜掛目門。画廊迄

／洞未完功。傍実根荏葦頗右目■i致。′l二刻，度閥。九里，楊家新し十甲，孫家

碑。1甲，陣家胤十甲，蘇家桂。十甲，l′【洋河口。十里，占城山　十里，九

嬰同日1「lt，仕軌十乳　武家皆。五里，澗家猟　宿。

初／1日，サイ」，l盟，桃源蝶。十里，張思中，　名司官軋十甲．羅家路1

甲，潔柚且。／■里，駅家軋／■里，丙河城。ハ里，束河軋、十乳清河駄

甲　渡河、五里　中風五里，天妃間。二里，興福」珊】。五里，卵白†糊。

f里，請汀鋪能土間，椚官茄南英公郎到胎相逝，到署，瑠飲。登仁皇帝御討

手，キト即其公署。庭前多植花竹，【姻致ロ】人。漏下一叢軋　登舟　即即　渡り吊）

卜∩

初ノ、R，HJ，十五乳板聞闘　朝飯後度閥。－l二里，盤芋闘焙。川里，准‘釧1

城l叫門里村琉　十里，頭輔。十軋　‾純。卜里，＿三輔。十里，平河橋ハ1甥，

さ鮒rr，十里，軋家賛。十乳　黄浦閃。十乳智應蝶南門，泊。夜有蚊，寝不

能帆甘　夜、l′，放舟イJ。十里，龍占噂。卜里，准角桜。八里∴比店軋。入明。

初LlJ，′之水，十里，大検橋。卜里，押首曙，買菜。十乳　看北洞。十里，六

漫，即六安臥【里，馬棚軋十甲，清水澄。十里，人王廟。十里，高郵州

御蟻豆針L公殿，候沈年伯留飯。申刻，開行，五里，高郵南l】■」。l里，小過。

HL，琴錨。　甘　露筋詞。十里，腰輔。l里，二溜「軋十里，耶凧鎖。卜

軋JL竺郎苗。十軋　楊了粥。大明。

初八日，1里，賞金鳳　一一名高橋。【里，才馴l紗眺辰刻，放て1，過闘朝飯。

H製，J里放。／■里，洋イ橋。ヒ埋，二宮拒机十甲，八郎軋，七甲，隣家軌

円甲，‥ll■■胴翫∴付乳　瓜州‖　＿里，越河江口，渡江。1人里，進京口軋六

里，鋲山城。六址　猪凄艶。匹里，坪井。／l里，丹徒‖連夜九聖，越湖，九

里，眺荘二九里，新豊¢九里，謄泥軌九甲，張ノ日渡√　九甲，七里馬軌　七里，

丹陽軋　天明、
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普通の知識人による普通の旅（伍）

初九日，小軋七乳七里胤　卜甲，一昔協紺っ九甲，臥1吼一一名麟口。緑岸

卜有南村軌故名。九盟，塞口。九里，人工隠1ノL里，戸．城。九里，九里亭

腰乱九里・酬〇　卜早・射■隠っ九里，新聞。五里，常州府西坤、，貢乳

毘陵軌人雨・泊舟晩飯し一雨軋放舟。／且東吼風川則長帆。九里，丁隠J

九甲，威賢。大塊有月，西天雲気甚鼠風勢漸賢，連イ友行。九乳横軋九

里・伍軋九軋洛朴。九壁，石碑潜。九乳高橋。九里　黄坤軋九軋

無錫蝶，天明。是夜細雨斜風，竜夕哨寒，川中供綿。

初十日・九里，1、‾窯。九盟，斜角。九里，新安臥九早，馬尾踊。九乳望事。

九里・妹州許堅剛ヒ隅軋九里，剛洞障〇九軋楓軋九甲，閻門－ノ二里，

帝門U三里，盤門馬頭∴二甲，射蜜胤九里，哲澤橋に］巳西墜，速夜行。

九里・州胤九盟，爽浦。九里，呉詔潤紆侶軋二巡兵二日甚俵。九里，「瀧

橋。九里，八ノこ。九里，黄敬輔，入札

十一日，九里・平望，買銀魚仁和飯。聞市中米僧騰貴，毎升制銀l巨三九九監

六合乱九里，王家軋ノ、里，集慶寺。ヒ乳　丁？l澤。十四乳仝軌十一

軋　杉青間。り買小舟，輿l叶軋諸公別，到家時巳未来魚、

進京水路計程

嘉興府至呉（1蝶　祁九f里

三里杉青間

十三里淫橋

＝叫聖上山里日用可銑鋼綾，有R松宇茹PLl，イ紬†干呉rl

九里集慶一一字一王家深

九里合六鋪

九里平望　出銀魚

九里王敢鋪

九里八尺

九里l′l龍椅最野

九里呉汗腺
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呉汗蝶至甜聖憫一斑七十二男

九里東浦槽

九里平山橋

九甲哲′昔橋

ノL甲′毘渡橋

一児盤門　蘇州府馬頭

＿里伴門

三里川門

九り楓橋糧食集塵

九里半路ヰ虎邸

九里J糾酎洞　山術

r。′愕■封絹幸虹錫螺　端六十　塑

九甲弓長公鋪

ノL甲望亭

九里馬尾鋪

九里新ノ女鎖

九里斜拘宮人・析

九甘窯頭

九里簗錫瞞　出泉酒、沙泥磁器

無錫願や′．甘州肘　拓九上里

九トIl哉婆熔

九取高橋

九望藩封鎖

円型ホ塘潤

九甲洛祉

九坦71枚

九甲横林
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